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鳥取市議会予算審査特別委員会文教経済分科会会議録

会 議 年 月 日 令和６年２月 29 日（木曜日） 

開 会 午後１時 27 分 閉 会 午後４時 51 分 

場 所 市役所本庁舎７階 第２委員会室 

出 席 分 科 員 

（７名）

分科会長 浅野 博文 

副分科会長 金田 靖典 

分 科 員 中山 明保  加嶋 辰史  吉野 恭介  石田憲太郎 

岡田 信俊 

欠 席 分 科 員 米村 京子 

分 科 員 外議 員 柳  大地 

事 務 局 職 員 事 務 局 長 保木本英明  議 事 係 主 任 橋本 圭司 

出 席 説 明 員 【経済観光部】 

経済観光部長 大野 正美  次長兼経済・雇用戦略課長 渡邉 大輔 

経済・雇用戦略課課長補佐 黒田 洋太  経済・雇用戦略課市場開拓係長 岩崎 勝紀 

経済・雇用戦略課雇用政策係長 鈴木 元気  経済・雇用戦略課スマートエネルギータウン推進室長 大角真一郎 

経済・雇用戦略課スマートエネルギータウン推進室主査 保木本 淳  企業立地・支援課長 金谷 幸一 

企業立地・支援課参事 田中 英利  企業立地・支援課課長補佐 太田 順二 

企業立地・支援課誘致・振興係長 山根 裕史  観光・ジオパーク推進課長 平井 宏和 

観光・ジオパーク推進課参事  米澤 裕治  観光・ジオパーク推進課課長補佐 山田 健一 

観光・ジオパーク推進課観光振興係長 川口  隆  経済観光部参事 前田 武志 

鳥取市関西事務所長 坂本 欣生 

【農林水産部】 

農林水産部長 坂本 武夫  農政企画課長 増田 泰則 

農政企画課課長補佐 蔵増 達弘  農政企画課担い手支援係長 髙橋  誠 

農政企画課生産振興係長 清水 保朝  林務水産課課長 山口 真二 

林務水産課課長補佐 西谷 直之  林務水産課主査兼水産漁港係長 藤木 保州 

農村整備課長 長石 良幸  農村整備課課長補佐 大和谷雅人 

農村整備課総務係長 池田 泰博 

【農業委員会】 

事 務 局 長 谷口 博信  局 長 補 佐 広谷 英之 

傍 聴 者 ４人 



予算審査特別委員会文教経済分科会会議録（令和６年２月 29 日） 

2 

会議に付した事件 別紙のとおり 

予算審査特別委員会文教経済分科会に切換え 午後１時 27 分 開会 

◆浅野博文分科会長 予算審査特別委員会文教経済分科会を開会します。 

初めに欠席分科委員について申し上げます。米村京子分科委員より病気療養のため、本定例

会中の会議を欠席する旨の届出がありましたので御報告をします。 

議案第１号令和６年度鳥取市一般会計予算のうち所管に属する部分（説明） 

◆浅野博文分科会長 それではまず、議案第１号令和６年度鳥取市一般会計予算のうち、所管に

属する部分を議題とします。 

執行部より説明をお願いします。渡邉次長。 

○渡邉大輔次長兼経済・雇用戦略課長 経済・雇用戦略課、渡邉でございます。そうしましたら

議案第１号令和６年度鳥取市一般会計予算、経済観光部に関する説明をさせていただきます。

本日の説明はお配りをしております資料３、また、資料４におきまして説明をさせていただき

ますので、資料をお手元に御準備いただきたいと思います。また、説明におきましては、２月

補正予算と同様、項目が多数あることから担当課の判断におきまして説明を割愛する等のこと

もございますのでよろしくお願いいたします。 

そうしましたら３ページおはぐりくださいませ。歳入でございます。歳入につきましては歳

出事業と関連するものが多くございますので、歳出事業と併せて説明をさせていただきますが、

数点御説明があります。まず、６ページを御覧くださいませ。一番上でございます。01、寄附

金、02、総務費寄附金、01、諸費寄附金でございます。クラウドファンディング型ふるさと納

税（ふるさと起業家支援プロジェクト事業費）100 万円を予定しているものでございます。事

業詳細は歳出のときに御説明をさせていただきますが、本年度の新規事業でございますふるさ

と起業家支援プロジェクト事業費でございます。そちらに充当するものでございます。また、

その下にありますしゃんしゃん祭振興協会補助金、こちらもその事業に充当するもので、ふる

さと納税制度を活用したクラウドファンディング、こちらにより、外部から賛同者を得てその

事業費の一部を調達するというものになっております。 

続きまして７ページおはぐりくださいませ。05、雑入、02、雑入、04、雑入のうち、ミニボ

ートピア環境整備協力金 1,637 万 8,000 円でございます。こちらは鳥取市の南隈にございます

ミニボートピア鳥取、こちらの収益の１％を環境整備協力費として尼崎市よりいただくもので

ございます。一部 72 万 1,000 円は、ミニボートピア環境整備対策費に充当させていただきま

すが、そのほかは一般財源ということで本市事業へ活用するというものでございます。 

そしてその下でございます。その他雑入のうち、ふるさと産業規模拡大等事業費補助金返還

金でございます。16 万 8,000 円でございます。これはふるさと産業、これは和紙でありますと
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か、陶磁器、竹細工のものでありますとか、そういったものでございますが、そういったふる

さと産業につきまして既存の事業の拡大に伴う設備の導入、そういったものに対して支援する

ふるさと産業規模拡大等事業費補助金でございました。こちらを受けて建屋の改修等実施され

た事業者が残念ながら、その場所を移されて事業を行うということになりました。そのために

補助金の返還となったものです。月に１万 4,000 円を返還いただいておるもので、今後、令和

８年の中旬ぐらいまで返還の支払いをお願いしているものでごいまいます。歳入につきまして

は以上でございます。 

続きまして歳出の御説明をさせていただきます。８ページを御覧くださいませ。８ページの

上から２番目でございます。03、民生費、01、社会福祉費、05、老人福祉費、07、シルバー人

材センター助成費等でございます。シルバー人材センター運営費補助金でございます。2,135 万

7,000 円をお願いするものです。予算書ページは 199 ページ、事業別概要は 143 ページ上段で

ございます。御承知のとおりシルバー人材センターは高齢の退職者が今まで培ってこられまし

た技術だとか、知見を生かしながら就業の機会を提供して収入を得られること、また、就労を

通して社会とのつながりでありますとか、生きがいというものを得ていただくということを目

的として、シルバー人材センターは運営されております。本補助金はシルバー人材センターの

運営費等の経費を補助するものでございますが、昨年度より事業費が 358 万 1,000 円増加をし

ておるというものでございます。 

この理由としましては、まず１つは、人件費の高騰によります事務局経費の増額でございま

す。これが 126 万円ほどございます。そしてもう１つが、フリーランス法、こちらの施行によ

りまして費用の増加が見込まれるということで、82 万 1,000 円の増加でございます。フリーラ

ンス法が施行されますと、今まで電話等や口頭で打ち合わせをしていたこと、事業内容は契約

事項、そういったものが今後は文書だとか、電子メールということでしっかりと明示するとい

うことが必要になってくるというもので、年間１万 5,000 件以上の仕事の事務処理というもの

が多くなってくる可能性が高いということが想定されております。そのためには簡易なシステ

ムの改修でありますとか、そういった事務経費の増大というものが必要になってくるというこ

とで、82 万 1,000 円の増額が見込まれるというもの。その次は、もう１つはインボイス制度に

係る負担の増額ということです。150 万円でございます。令和５年度の 10 月から施行されてお

ります適格請求書等保存方式、いわゆるインボイス制度でございます。センターの会員は免税

事業者ということで、適格請求書等発行事業所ではないため、センターが仕入額を控除できず

に会員に支払った消費税と同額、そういったものを消費税として納付するということを考えて

おられるということでございます。経費の負担がそのために増してしまうというものでござい

ます。現在はこの制度、導入の経過措置期間でございますが、今後も経過措置がだんだんとな

くなって負担が増すということも考えて懸念されておるものでございます。こういったことの

ために 358 万 1,000 円増額ということで見込んでおるものでございます。以上でございます。 

◆浅野博文分科会長 はい、金谷課長。 

○金谷幸一企業立地・支援課長 企業立地・支援課、金谷でございます。引き続き資料に基づき

まして御説明をさせていただきます。資料９ページ一番下です。11、中小企業金融対策費の中
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の災害等金融対策利子補助金です。予算額は 30 万 8,000 円、財源は県の災害等特別金融支援

事業補助金 15 万 3,000 円、一般財源は 15 万 5,000 円です。予算書 249 ページ、事業別概要は

ありません。これは県との協調融資として災害により、施設、設備、製品等の大きな被害が出

た際の融資制度として、災害等緊急対策資金を設けております。 

この本事業は昨年、令和５年の台風７号等による災害を対象とした資金を活用しました対象

事業者に対しまして、事業者の利子負担について、３年間利子相当額を補助することにより、

中小企業の経営の維持・安定化を図るものであり、令和５年８月の補正予算から対応させてい

ただいているものでございます。なお、この利子補助金の財源は県市２分の１ずつの負担で行

わせていただくものです。 

続きましてページをおはぐりいただき 10 ページ上から３つ目、各種金融対策利子補助金（物

価高騰対応臨時交付金）です。予算書は 249 ページ、事業別概要はありません。予算額は 1,810

万 9,000 円、財源は国の物価高騰対応重点施策地方創生臨時交付金が 724 万 4,000 円、県の地

域経済変動対策支援事業補助金が 905 万 4,000 円、一般財源が 181 万 1,000 円です。これは県

との協調融資である地域経済変動対策資金において、地域経済活動に大きな影響を与えるもの

として県が指定した事象について、県市２分の１ずつの負担で利子の一部を補助しているもの

でございます。現在、この地域経済変動対策資金の事象として、令和３年の燃油高騰から令和

４年の燃油及び原材料価格の高騰、円安事象並びに本年度令和５年度のエネルギー原油価格高

騰という事象が指定されており、こちらについて本資金を利用した事業者に対し、利子の３分

の２を補助するものです。財源につきましては県が２分の１、また、市が負担する２分の１の

うち、８割を国の物価高騰対応臨時交付金に活用できるものから充当させていただいているも

のです。 

続きまして同じページの下から２番目、企業立地促進補助金です。予算書 249 ページ、事業

別概要書 153 ページ上段です。予算額が３億 7,689 万 7,000 円、財源は地域振興基金繰入金が

１億 9,534 万 8,000 円、一般財源が１億 8,154 万 9,000 円です。本事業の説明につきましては

併せて資料４の３ページを御覧ください。本事業は本市において工場等の新設・増設を行う企

業を支援することで企業の立地を促し、雇用機会の拡大を図るということを目的としておりま

す。これまで製造業中心に立地支援対象としたところですが、コロナ禍におきましてはテレワ

ークの普及などもあり、事務系企業の地方分散が進んだため、令和２年７月より本市へのオフ

ィス移転・新設を行う事務系企業に対し、経費の一部を補助することにより、本市への立地を

推進してきたところでございます。 

本事業はこれまでコロナ交付金を活用した事業として取り組んでまいりましたが、コロナ禍

開けた後、県外から事務系の企業の立地ニーズを踏まえた上で、令和６年度より本事業により

内容を一部見直し、立地促進補助金の１つのメニューに組み込み実施したいと考えております。

資料の４の３ページにありますが、今回、制度の改正点としましては３ページの表の（１）と

いたしまして、成長産業事業応援メニューというものを新設いたしました。これは今後、成長

が期待される分野として、表の下に米印で書かせていただいておりますが、次世代自動車関連

産業、宇宙関連産業、ＧＸ・ＤＸ関連産業といった今後、成長が見込まれるもの、また、まち
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なかの活性化というところも含めて、まちなかでの賑わい創出に資すると認められる産業、こ

ういったものを対象としまして事業をまず実施するに当たって必要な経費を支援して、将来的

に本市にオフィスを誘致することにつなげていきたいと考えているものです。 

また、２、３につきましては、これまでありました支援メニューと要件等は変更しておりま

せんが、小規模立地支援メニューの補助率については、これまでの４分の１から３分の１に変

更してメニューを作らせていただいております。本予算３億 7,689 万 7,000 円のうち、本オフ

ィス移転・新設支援事業費につきましては５件を想定し、1,250 万円を計上させていただいて

おります。 

続きまして 11 ページ一番上、労働力確保対策企業支援事業費です。予算額は 280 万円です。

予算書 249 ページ、事業別概要 153 ページ下段です。先ほど補正予算でも労働力確保対策企業

支援事業費というのがありましたが、こちらの新年度予算につきましては企業により外国人を

採用するに当たり、企業が負担する経費の一部を負担して本市における外国人材の活躍につな

げていきたいというリクルートの費用の補助金でございます。これまでも取り組んでまいりま

したが、来年度、令和６年度は鳥取城北日本語学校でも 60 名に近い学生を受け入れるというこ

ともあります。これからますます外国人の人材に期待する事業ニーズが高まっておりますので、

引き続き予算を計上させていただいて取り組んでいきたいと考えているものです。 

補助の内容は入国前の事前研修費や日本学校の授業料、人材紹介会社に払う手数料の経費を

対象としてこの経費の２分の１、上限 40 万円を１人当たり補助するもので予算は７名分 280 万

円をお願いするものです。以上です。 

◆浅野博文分科会長 はい、渡邊次長。 

○渡邉大輔次長兼経済・雇用戦略課長 経済・雇用戦略課、渡邉でございます。そうしましたら

その下でございます。21、商店街にぎわい形成促進事業費のうち、上のほうです。商店街にぎ

わい形成促進事業費 480 万円をお願いするものです。事業別概要書は 144 ページ上段でござい

ます。これは商店街等が行う販促活動、販売促進活動や交流イベント、こういったものの商業

振興事業、それと利便性向上のための環境整備事業、こちらを支援することで中心市街地のに

ぎわいというものを振興するものでございます。 

商業振興事業における補助金につきましては、令和６年度は補助要件を一部変更し、補助事

業者にとって使いやすくなるようにして実施をしていきたいと考えておりまして、令和５年度

までは、補助内容は補助率が事業費の３分の２、上限 60 万円というものが１つあるだけでござ

いましたが、令和６年度からは積極的に活用していただくということを期待しまして、事業費

が 30 万円未満の場合は補助率が事業費の５分の４、上限 20 万円。そして事業費が 30 万円以

上 120 万円未満の場合、補助率が事業費の３分の２、上限 60 万円。そして事業費が 120 万円以

上の場合ということで、これは事業費の２分の１の補助率で上限が 100 万円ということになり

ます。このようにきめ細かな制度として拡充をして運用してまいりたいと考えとるところでご

ざいます。 

財源につきましては、ふるさと納税基金繰入金を活用させていただきます。また、環境整備

事業につきましても補助率が事業費の２分の１、上限 10 万円ということでございますが、次年
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度は今のところ見込みというのは入っていない状況でございます。 

続きまして少し飛びまして、その３つ下でございます。26、中心市街地活性化推進事業費で

ございます。中心市街地活性化推進費補助金 260 万円をお願いするものでございます。事業別

概要は 144 ページ下段でございます。補助事業が２つ分かれておりまして、１つは中心市街地

の活性化推進事業費補助金で、これは中心市街地の活性化でありますとか、中心市街地の再生

ということに向けまして、都市整備部が策定しております中心市街地活性化基本計画、そちら

に基づく事業実施のために、事前の調査でありますとか、設計書の作成でありますとか、そう

いったものの経費を補助するものでございます。補助率は事業費の３分の２、上限 300 万円と

いうことですが、今年度は１件の事業を見込んでおりまして 200 万円の予算を計上させていた

だいております。 

そしてもう１つは、まちなか振興ビジネス活性化支援事業費補助金でございます。これは商

店街等がまちなかの地域課題、そちらの解決に向けて対応する事業費の一部を補助すると、事

業の一部を補助するというものでございます。県の間接補助を受けて事業実施をするものです。

補助率は事業費の３分の２、上限が 600 万円ということではございますが、今年度は１件の事

業を見込んでおりまして、60 万円の予算を計上させていただいております。昨年までは、例え

ば防犯灯の設置でありますとか、防犯カメラの設置でありますとか、そういったようなことに

使われております。鳥取県のまちなか振興ビジネス活性化支援事業費補助金 30 万円の充当を

考えておるところでございます。以上でございます。 

◆浅野博文分科会長 大角室長。 

○大角真一郎スマートエネルギータウン推進室長 スマートエネルギータウン推進室、大角でご

ざいます。続きまして細目 41、地域経済活性化促進事業費でございます。予算書ページは 249

ページです。細目のうち、スマート・エネルギー・タウン構想推進事業費について説明させて

いただきます。事業別概要が 145 ページ上段でございます。予算額は４億 3,807 万 4,000 円を

計上させていただくものでございます。財源は国環境省の地域脱炭素移行・再エネ推進交付金

４億 1,137 万 4,000 円、その他財源といたしまして、これは水力発電事業性調査の補助金とな

りますけども、1,000 万円、一般財源 1,670 万円となっております。細かい事業の中身につき

ましては事業別概要のほうで説明をさせていただけたらと思います。 

昨年４月に制定されました電力仕様に伴いますカーボンニュートラルを 2030 年度までに実

現する脱炭素先行地域づくりについて、まず、説明させていただきます。令和５年度から若葉

台地域、佐治町のモデル地域において産学金官で連携し、地域脱炭素の様々な取組を行ってき

たところでございます。令和６年度におきましても、地域の豊かな自然環境を活用した多様な

再エネ設備の導入など、再エネ電力の地産地消を図る取組を強力に進め、中山間地域の再生、

持続モデルの実現に向けて全力で取り組んでいきたいと考えておるところでございます。それ

で、令和６年度の主な事業でございますけども、まず大きな丸、佐治町水力発電事業性評価調

査でございます。委託業務費を 1,000 万円計上させてもらっています。これは佐治川ですね、

一級河川の佐治川において今年度実施を予定していた事業性評価調査だったんですけども、令

和５年、昨年の９月、議会の委員会で報告させていただきましたとおり、台風７号災害により
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まして１年延期して再挑戦するものでございます。５年度の事業につきましては一度採択を受

けたんですけども、事業中止の届出をして受理されたといったところで、繰越し等ができる事

業じゃないものですから、改めてまた採択に向けて６年度、申請をするといったこととなって

おります。 

続きまして環境省地域脱炭素移行・再エネ推進交付金を活用した脱炭素先行地域づくり事業

の（１）ＰＰＡ事業等についてでございます。太陽光発電設備等を導入費無料で事業者が導入

いたしまして、発電した電力を安価で提供するサービス、ＰＰＡと言っております。パワー・

パーチェス・アグリーメントの頭文字を取った言葉ですけども、電力販売契約といったもので

ございます。それを取り組んでいきます。まず、戸建て住宅ＰＶと書いてありますが、これ太

陽光発電設備のことでございますけども、導入につきまして令和６年度は 150 戸導入する計画

としております。また、家庭用蓄電池を 20 戸導入する計画としておりまして、あと、エコキュ

ートといった高効率給湯器の導入につきまして 20戸導入する計画としております。 

次に戸建て住宅断熱改修事業ですけども、これは令和５年度から要項を制定して補助事業を

行っとるところですけども、令和６年度につきましては戸建て住宅 25 軒に対して断熱改修工

事に係る経費に対して市が補助金を交付することとしております。 

次に書いてある下の若葉台業務部門施設ＰＶ、太陽光発電設備導入についてですけども、こ

ちらは若葉台にありますＪＰツーウェイコンタクト様の施設にＰＰＡで太陽光発電設備、規模

からいたしまして 172 キロワットとなるんですけども、それを導入いたしまして安価な電力を

供給する計画としております。 

続いて若葉台産業用ＰＶ蓄電池導入でございますけども、若葉台にありますこちらは鳥取メ

カシステム様の工場にＰＶ太陽光発電設備、規模で言いますと 121 キロワットと蓄電池 50 キ

ロワットアワーの容量になりますけども、これを導入する計画としております。 

次に若葉台でのＥＶステーション導入につきまして、ＥＶですね、電気自動車でワークプレ

イスチャージングを行う企業でありますとか、蓄電池として利用する住宅が導入するＥＶ充放

電器の数で言いますと 30 件を見込んでおりまして、これを市が間接補助金として補助金を出

す計画としております。 

続きまして（２）公立鳥取環境大学ＺＥＢ化の取組でございます。本事業の共同提案者であ

ります公立鳥取環境大学におきましては、令和６年度は太陽光発電設備工事の設計、断熱防水、

外壁断熱、あと、窓ガラス工事の設計、ＬＥＤ化工事の設計及び工事を実施する計画としてお

ります。事業費は記載のとおりですけども、１億 5,013 万 6,000 円で１億９万 1,000 円の間接

補助金を計上しております。 

次に（３）ＥＭＳ、これはエネルギーマネジメントシステム、需給調整システムといいます。

また、ＶＰＰ、これはバーチャルパワープラント、仮想発電所といいますけども、これの構築

でございますが、蓄電池などの受容側設備もコントロールして、あたかも１つの発電所のよう

に電力供給の安定化を図るシステムでございますけども、これを導入していくものでございま

して、令和６年度はシステム構築に係る、基本設計に係る業務委託費 2,000 万円を計上させて

いただいております。 
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脱炭素先行地域づくり事業に関する各プロジェクトの事業費、国からの交付額は事業別概要

に記載のとおりでございますけども、全体事業費は５億 9,675 万 5,000 円となりまして、大体

６億円の事業を行うこととしておりまして、国からは４億 1,137 万 4,000 円をいただいて活用

する計画としております。 

脱炭素化の説明は以上ですけども、次に、あと、単市事業でバイオマス地産地消システム構

築事業補助金というのを 120 万円計上させていただいております。この補助事業は、単市事業

なんですけども、西地域のまちづくり協議会が中心となりまして、地域の森林から出る林地残

材や間伐材など、原木でまきの製造を行いまして、まきボイラーが設置されております道の駅

西いなば気楽里に供給して、持続的かつ安定的に生産消費する再エネ地産地消システムをつく

り、エネルギー自給率の向上や地域の活性化を図るために取り組む事業でございまして、こち

らは令和５年９月補正にて地産地消システムを構築する経費に対する補助金を計上させていた

だいております。 

現在ですけども、気高町逢坂地区の逢坂むらづくり協議会が地産地消の取組を行っていただ

いておりまして、供給するまきの製造を現在、一生懸命進めていただいております。令和６年

度につきましても、まき製造が開始するまでの、まきの含水率を下げるためにちょっと寝かさ

なくちゃいけないということで、すぐに収入が入らないということがございまして、それまで

の期間の間ですけども、地産地消システム体制に構築する作業の賃金でありますとか、原材料

費などに対して 120 万円の補助金を令和６年度も支援しようかと考えておるところでございま

す。すみません。説明が長くなりましたが、本事業の説明は以上でございます。 

続きまして資料１の 12 ページでございます。上から６番目となりますＳＤＧｓ未来都市推

進事業費でございます。事業別概要は 146 ページ下段です。予算額は 2,328 万 6,000 円を計上

させていただくものでございます。財源は国のデジタル田園都市国家構想推進交付金という今、

国の交付金の名前になっておりますけども、これが事業費の２分の１出ますので、それの 1,164

万 2,000 円を充てさせていただきまして、残り一般財源 1,164 万 4,000 円となります。説明で

すけども、別紙の資料４のほうで説明させていただけたらと思います。資料４の４ページをお

開きくださいませ。令和３年度に選定されました本市のＳＤＧｓ未来都市ですけども、ステー

クホルダーと連携、協同しながら目指すゴールへ向けて様々な取組を促進してきました。先ほ

ども委員会のほうで報告させていただきましたけども、第２期ＳＤＧｓ未来都市計画に基づき

まして、選定から４年目となる令和６年度も、ＳＤＧｓ未来都市として目指すゴールに向けて

生産性の高い次世代農業の育成支援、ワーケーションプログラム・地域資源を活用した関係人

口の創出、再生可能エネルギーの普及活動を推進といった具体的な施策を進めていきたいと考

えております。 

資料４の３ですね、事業の内容につきまして具体的な取組の説明をさせていただきます。Ｓ

ＤＧｓ未来都市は経済面、社会面、環境面の３側面の取組により、新たな価値の創造を図って

いくこととしております。まず資料の１、経済面の取組でございますけども、次世代の農業生

産モデルを推進するため、引き続き再生可能エネルギー100％の電力を活用したスマート農業

モデルを事前調査とか実装する経費に支援する再生可能エネルギー活用型スマート農業実装補
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助金を１件分でございますけども、500 万円計上させていただいております。支援内容ですけ

ども対象者をＳＤＧｓ未来都市のステークホルダーといたしまして、令和５年と同様、補助率

は２分の１、上限額は 500 万円とさせていただいております。 

続いて（２）社会面の取組でございますけども、積極的に地域外の方と交流し学び合える環

境を構築することで新たなビジネスや付加価値の創造につなげていく関係人口創出を図ってい

くため、引き続き本市の取組に共感する進出検討企業様が地元企業と協力しながら本市の地域

活性化に資する事業を実施する経費を支援する地域資源を活用した地域活性化に資する事業費

支援補助金を、これは２件分となりますけども、200 万円を計上させていただいております。

支援内容でございますけども、対象者をＳＤＧｓ未来都市ステークホルダーとさせていただき

まして、令和５年と同様、補助率２分の１、上限額 100 万円とさせていただいております。 

次に（３）環境面でございますけども、地域の自然環境を生かしたエネルギーを創出し、地

域内で消費する持続可能なエネルギー地産地消を推進するため、先に説明いたしました脱炭素

先行地域づくり事業を強力に取り組んでいくほか、令和５年に引き続きまして、エネルギーの

地産地消により生み出される電力の活用や持続可能なまちづくりを形成するために行う市民サ

ービスの向上につながる実証に係る経費を支援するエネルギー地産地消まちづくり実証運営支

援補助金を２件分でございますけども、200 万円計上させていただいております。 

それと、太陽光パネルのリサイクル材の利活用モデルを構築するため、太陽光パネルのリサ

イクル材を活用して実証等を行う経費を支援する、太陽光リサイクル推進事業補助金というの

を新たな補助金として２件分の 400 万円計上させていただいております。新設した経緯をちょ

っと説明させていただけたらと思うんですが、令和４年度から５年度におきまして、再エネ電

源確保のため、耕作放棄地含む農地を活用した微生物発電の実装及び実装を支援するための経

費を支援する微生物発電実装事業支援補助金を実施させていただきまして一般家庭でも使用で

きるレベルの発電量の確保に向け、県内企業、これは株式会社鳥取再資源化研究所様でござい

ますけども、によりまして、微生物発電向けのガラス発泡材の開発、実証実験が行われ、それ

によりまして太陽光パネルガラスをリサイクルして、微生物発電に最適となるガラス発泡材を

新たに開発されました。この微生物発電事業は今後も実用化に向けて企業様が研究していかれ

るということでございますが、令和６年度におきましては、2030 年以降大量廃棄が想定され、

今から行動していかないといけないだろうと考えております太陽光パネルのリサイクルの取組

を推進していくために、微生物発電の事業も補助対象とできるようにしておるんですけども、

それだけではない太陽光パネルのリサイクル材の利活用モデルを構築していくために取り組ま

せていただけたらと思っとるところでございます。 

続いて、（４）総合的取組でありますけども、ＳＤＧｓ未来都市プロジェクト推進協議会運営

経費といたしまして 268 万 1,000 円計上させてもらっています。これは会計年度任用職員１名

分と事務費を計上させていただいております。また、ＳＤＧｓ未来都市情報発信などを行うた

めに 765 万 5,000 円計上させてもらっていまして、こちらは各種媒体への情報発信や啓発用パ

ンフレットの作成、あと市民、企業向けセミナーの開催、これ２回分でございますけども、な

どによりまして市内外の情報発信に力を入れていきたいと考えています。あと、ステークホル
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ダーが実施するイベント・ＰＲ活動など、情報発信に係る経費を支援する補助金を３件分 300

万円計上しておりまして、補助率２分の１、上限額 100 万円としてＰＲ活動の支援をしていき

たいと考えております。すみません。こちらも長くなりましたけども、本事業の説明は以上で

ございます。 

◆浅野博文分科会長 はい、渡邉次長。 

○渡邉大輔次長兼経済・雇用戦略課長 経済・雇用戦略課、渡邉でございます。そうしましたら

次のページをおはぐりくださいませ。13 ページでございます。一番上です。42 番、雇用対策

事業費、そちらのうち、雇用促進協議会支援事業費でございます。151 万 6,000 円をお願いす

るものです。事業別概要は 147 ページの上段でございます。本市は雇用創造、雇用促進に関す

る機関、それから経済団体、それから教育機関、そういったところの皆様から委員を選出いた

だきまして、雇用促進協議会を設置しております。雇用や労働における諸課題につきまして意

見交換を行うとともに、市内企業の人材確保を図るための様々な事業に取り組んでおるところ

でございます。本予算はその協議会への事業費の補助金と委員の報酬費というものでございま

すが、昨年度より事業費が増加をしておりますが、これは地元企業早期ブランディング事業に

おきまして、コロナの関連の臨時交付金活用事業としまして別枠にて事業推進していたもの

を、令和６年度より本事業内に取り込んで事業を推進するためというものでございます。 

続きましてその下４つ下がっていただきたいと思いますが、43、働き方改革推進事業費で

ございます。働き方改革推進事業費 111 万 9,000 円をお願いするものです。事業別概要は 148

ページ下段でございます。新型コロナウイルス感染症の拡大によって、以前に比べてデジタル

環境が整備されてまいりました。ウェブ会議でありますとか、リモートワーク、そういったも

のでございます。時間や場所にとらわれないような柔軟な働き方ということが少しずつ浸透し

てきておるというところでございます。これらのデジタル技術を活用した働き方というもの

は、生産性の向上や労働力の確保、それから企業の持続的成長というものに欠かせないものと

考えております。そのような中で、今年度は新規事業といたしまして、鳥取市の中小企業人材

育成補助金を創設しております。これは人材育成に取り組む市内中小企業の経費の一部を補

助、助成するものでございますが、事業概要としましては市内の中小企業や小規模企業に対し

て職員を研修させるために派遣する経費でありますとか、自らが研修会などを実施するという

類の講師料でありますとか、業務委託費用というものでありますとか、そういったものを支援

するものでございます。補助率は対象経費の２分の１、上限は 20 万円というところでござい

ます。 

続きまして次のページをおはぐりくださいませ。14 ページでございます。真ん中辺にござ

います 54 番、新規創業支援事業費、ふるさと起業家支援プロジェクト事業費でございます。

254 万 2,000 円をお願いするものでございます。事業別概要は 149 ページの下段でございま

す。一般質問やそれから予算概要説明においても少し触れさせていただいておりますが、次年

度の新規事業として、ふるさと起業家支援プロジェクト事業というものを創設して、本市にお

いて起業家をバックアップしていきたいというものでございます。 

事業の説明資料が資料４の５ページにございますので、そちらをおはぐりくださいませ。
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ふるさと起業家プロジェクト事業費の御説明をさせていただきます。企業創業、新規企業の創

設といったものが地域産業に活力を生むものということで、本市これまでも起業のまち鳥取と

して起業の支援に努めておるところでございます。次年度からは起業・創業に対する新たな支

援として２つの補助事業を新設して起業家の支援に取り組みたいと考えております。１つはふ

るさと起業家支援プロジェクト補助金でございます。これは市が認定した企業創業者、こちら

にふるさと納税を活用したクラウドファンディングの手法によりまして、地域外からの資金調

達を進めるというもので、市としてもそれに上乗せをして支援を行うものでございます。補助

率は歳入課目にございますふるさと納税クラウドファンディングで調達した額でございます

が、それは 10 分の 10、全額の支援とさせていただきます。合わせて市による上乗せとしまし

て、補助率は残りの補助対象費の２分の１、それで、上限は 100 万円にはなりますが、または

クラウドファンディングで調達した金額がそれを超えない範囲で支給をするというものでござ

います。事業のイメージ図を少し御覧ください。企業家の応募、それから選定を行った上で寄

附金の募集をさせていただきます。大体２か月ぐらいの想定をしておりますが、そちらを行い

ます。その後集まった金額及び市の上乗せを決定して補助金の交付ということになります。そ

の後、起業家は事業を実施しまして起業後、補助金の交付を受けるということになります。こ

ちらに対しては、市の上乗せ分に関しましては特別交付税が措置されておるというものでござ

います。 

そしてもう１つ（２）でございます。伴奏型のスタートアップ支援事業です。これは比較

的小規模な起業についてということで、商工会議所でありますとか、商工会等の支援機関、そ

ちらの伴走支援を受けるということで事業継承していただくことを条件としまして、創業の初

期の経費を支援してまいるものでございます。補助率は事業費の２分の１で、上限は 10 万円

というものでございます。本事業の説明は以上でございます。 

資料にお戻りいただければと思います。続きまして資料１、15 ページおはぐりくださいま

せ。57 番、物産振興事業費のうち、物産振興体制強化事業費でございます。2,278 万 7,000 円

をお願いするものです。事業別概要は 150 ページの下段でございます。これは本市の物産振興

を推進するに当たりまして様々な事業で連携をしております鳥取市の観光コンベンション協会

の物産部門の業務を支援するものでございます。補助の内容としましては大きく２つありま

す。１つは、協会が運営をしております１階にありますふるさと物産館、こちらでの販売の支

援でありますとか、県外の物産展への出店、それの支援でございます。この金額につきまして

は、例年と同様の 879 万円でございます。そしてもう１つは、インターネットショップとっと

り市の運営支援、1,399 万 7,000 円でございます。 

とっとり市の支援につきましては、資料４の６ページを御覧くださいませ。とっとり市の

支援についてということで御説明をさせていただきます。まず、とっとり市の現状についてで

ございますが、本市のよい物、それから特産品を全国の皆さんに知っていただきたいというこ

と、また、この地域で商売をされている方々の販路開拓、そういったものに一役買いたいとい

う思いで平成 23 年に開設したものです。以降は鳥取市の観光コンベンション協会へ運営を委

託して事業を推進してまいりました。この間インターネットショッピングの有効性というもの
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は理解するものの、市が所有するものではなく、民間が所有すべきものではないかというよう

な御意見でありますとか、また、民間が運営するほうがもっと柔軟な営業ができるのではない

かなどの御指摘をいただいておりました。このような中で、協会とも今後のとっとり市の運営

について協議を行ってまいったところでございます。その結果、協会におきましてとっとり市

の設立の趣旨や協会における物産部門でのとっとり市の位置づけ、当然ふるさと物産館と連

携、そういったものを勘案して業務を観光コンベンション協会で引き受けるということの決断

をしていただいたところです。 

このことによりまして今年度、令和５年度まではインターネットショップとっとり市の本

市からの運営委託というものから、来年令和６年度につきましては、協会運営のインターネッ

トショップとっとり市の運営補助ということで変更させていただきまして、予算項目としまし

ては、物産振興体制強化事業費のほうへ移設をさせていただいたものでございます。表を御覧

ください。表は近年のとっとり市の売上げなどの実績でございます。令和元年度、いわゆるコ

ロナの前でございますが、売上げは約 2,300 万円ぐらいでございました。そして令和２年から

令和４年度、いわゆるコロナ禍でございますが、国の臨時交付金を活用させていただきまして

キャンペーン等を行い、売上げを伸ばし、令和３年、４年と１億円を超えるという売上げを達

成してまいりました。そしてアフターコロナともいえる今年度、令和５年でございますが、キ

ャンペーンなどはほとんど行わずに売上げ見込みとしましては、6,600 万円ということを見込

んでおるところです。キャンペーンはなくともコロナ前、令和元年度と比べますと約３倍程度

近い売上げということになっております。これはコロナ期間のキャンペーンでとっとり市を知

っていただいた方がかなり増えたのではないかと思われます。そしてこの知っていただいた方

がリピーターとなっていただいているんだということが要因ではないかなと考えておるところ

でございます。 

今年度は１億円ということにはなりませんが、一定の売上げが見込めるというようなこと

でございます。このタイミングで観光コンベンション協会の決断もあったのかなというふうに

考えておりますが、移行の条件としましては、下に書いてございますが、本市が運営してきた

ときと同じ条件、売上げに対しての 10％の出店料、ここは維持していただくということ、そ

れから鳥取市の観光コンベンション協会ではありますが、麒麟のまち圏域、こちらの出店をし

っかりと維持していただくということ、参加店舗には今までと何ら変わらない条件を維持する

ということを約束をさせていただいておるところです。 

また、下のスキーム図でございますが、こちらにつきましても参加店舗、それから配送業

者、また、そして何よりも利用者の方にとって何ら変わることなく不便になるということは全

くございません。今後は３月中旬に協会の理事会におきまして、このとっとり市に関する協会

としての規則、規約などをつくられ、諮り、承認を得た上で４月１日からの運営の移管にとい

うことで予定をしております。また、会員店舗の皆様には観光コンベンション協会の理事会終

了後、市と協会の連名で運営主体変更のお知らせというものをさせていただくということにし

ております。説明は以上でございます。

◆浅野博文分科会長 平井課長。 
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○平井宏和観光・ジオパーク推進課長 観光・ジオパーク推進課、平井です。続きまして観光費

のほうの説明をさせていただきます。委員会資料のほうの 16 ページ下から４つ目をお願いい

たします。周遊観光促進事業費、物価高騰対応臨時交付金事業ということで、予算額が 2,841

万円、事業別概要が 156 ページの上段となります。インバウンド需要の本格的な回復を見据え、

本市の主要観光スポットなどを巡る周遊観光タクシー、こちらを運行するもので来年度につき

ましては、インバウンドを対象とした運行に切替えまして、料金も３時間１台 4,000 円に変更

して観光誘客と周遊促進を図ってまいろうというふうに考えております。通常料金との差額分

を予算の範囲内で支援することといたしております。県の２次交通運行支援補助金 1,420 万

5,000 円、それから物価高騰対応の臨時交付金 1,136 万 4,000 円を充当させていただいており

ます。 

続きまして 17 ページ上から５つ目、しゃんしゃん祭振興会補助金でございます。予算額が

4,070 万 1,000 円でございます。事業別概要が 157 ページ上段、こちらは鳥取しゃんしゃん祭

振興会への補助金ということでございますが、来年、令和６年度は 60 回の記念の大会となりま

す。現在プレイベントなど、記念の行事の内容について振興会を中心に検討を進めているとこ

ろでございます。昨年は４年ぶりの中心市街地での通常開催となりまして、前夜祭、一斉傘踊

り併せて 21 万 6,000 人という多くの観客でにぎわうお祭りとなりました。来年度も多くの踊

り子の参加により、節目迎える鳥取しゃんしゃん祭の盛大な開催を目指していきたいと考えて

いるところです。ふるさと納税基金繰入金 841 万 2,000 円、それからクラウドファンディング

型のふるさと納税寄附金 100 万円を充当させていただいております。 

次に 19 ページのほうお願いします。19 ページの一番上、砂丘管理事業費でございます。予

算額が 6,755 万 7,000 円、事業別概要書が 158 ページの上段、こちらの事業は、主には鳥取砂

丘の清掃や海岸漂着ごみの収集運搬処理、それから鳥取砂丘未来会議によります除草、堆積し

た砂の移動など保護保全に要する経費といたしまして約 2,920 万円、それからゴールデンウイ

ークなどの渋滞対策のための警備員の配置や臨時バス等の運行等に約 2,150 万円、それから西

側エリアの滞在環境上質化のための情報発信、観光商品の開発、東西の観光振興連携、４月に

開業予定のヤマタ鳥取砂丘ステイションの従前利用者の活動支援などに約 1,500 万円を計上さ

せていただいております。こちらは県の海岸漂着物処理事業費補助金 160 万円、市町村事務移

譲費交付金 56 万円、鳥取砂丘西側上質化推進事業の県負担金 495 万円、ふるさと納税基金繰

入金 3,823 万円、自然公園財団の土地代 10 万円、最後に鳥取砂丘渋滞対策の県負担金 600 万

6,000 円を充当させていただいております。 

その２つ下、広域観光開拓・推進事業費でございます。予算額が 5,176 万 2,000 円、事業別

概要が 158 ページの下段となります。こちらについては、資料の４の７ページと併せて御覧い

ただけたらと思います。ＤＭＯ麒麟のまち観光局では、本年度令和５年度に観光ＤＸという新

たな業務領域に着手をいたしまして、来年令和６年度はこのＤＸの関係で圏域のファンづくり

や情報発信に加えまして、顧客データの分析などを本格化させていくようにしております。ま

た、昨年 12 月の議会で御承認いただきましたインバウンド等の滞在環境の上質化事業として

ツアーオペレーション機能の構築、それから海外の旅行会社向けの販促活動など、急速に回復
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しておりますインバウンドの受入れ環境整備にも対応する必要があることから、広域事業のほ

うも充実をさせていく必要があります。また、マーケティング事業や大阪関西万博を見据えた

流通整備事業など、これまでからの継続事業にも取り組んでいくこととしておりまして、これ

まで４人という体制でした運営体制を６名ということで、２名の増員体制を取っていくように

していくようにしております。資料４のほうの７ページの２のほうに運営体制図というものを

ちょっと記載しておりますけども、この記載の中のインバウンド新規事業部の部長さん、それ

からスタッフＦと書いてあるスタッフさん、こちらが今回の増員の対象となる２名ということ

でございまして、運営負担金もこの増員に伴いまして 1,000 万円の増額をすることとしており

まして、こちらを１市６町で支援して活動をしていくというふうに考えているところです。地

方創生推進交付金 1,985 万 8,000 円を充当させていただいております。 

それから資料のほう戻っていただきまして 19 ページの上から４つ目になります。山陰海岸

ジオパーク事業費、予算額は 3,629 万円、事業別概要が 159 ページの上段となります。こちら

はジオサイトの保全や市内小学校の校外学習、ガイド研修などの教育的な活用、それから多鯰

ヶ池周辺環境整備など、観光分野等での活用に係る経費を計上している予算でございます。主

には多鯰ヶ池への木道の整備に 637 万 9,000 円、それから霊石山のトイレ設置に 563 万 1,000

円、鹿野町の法師ヶ滝散策道整備に 60 万円、校外学習のためのバスの借上料 544 万 3,000 円、

山陰海岸ジオパーク推進協議会への負担金 449 万 7,000 円、山陰海岸ジオパークの魅力活用総

合補助金 280 万円などが主な内容となっております。先ほども言いましたが、ユネスコの世界

ジオパークの今年、再認定審査の年になっておりますので、今後も関係府県市町と連携をしな

がら、この再認定審査に向けた課題の改善に引き続き取り組んでいきたいと考えているところ

です。こちらにつきましては、県の山陰海岸ジオパーク魅力活用総合補助金 1,332 万円、それ

からふるさと納税の基金繰入金 2,297 万円を充当しております。 

それから 19 ページの下から２つ目、まちなか観光推進事業費になります。予算額が 1,650 万

6,000 円、事業別概要が 159 ページの下段ということになります。こちらは復元整備が進展し

ます史跡鳥取城跡周辺の観光振興を図るため、城跡のライトアップ、それから観光コンベンシ

ョン協会によりますナイトマルシェの開催に 538 万 3,000 円、昨年、実証事業を行いました商

店街エリアの魅力化、賑わい創出の取組に 522 万 5,000 円、それから二ノ丸三階櫓ＡＲのコン

テンツの拡充に 181 万 5,000 円、新たにもう１点、来月サービス提供を開始する予定としてお

ります城跡周辺の駐車場の満空システムの管理費 298 万 7,000 円、こちらはこれまで企画推進

部のほうが開発等進めてきた案件を引き継いでやるものですけども、この管理費に298万7,000

円が主な内容となっております。こちらについても地方創生の推進交付金 621 万 1,000 円を充

当しております。 

なお、今年の城跡のライトアップなんですけども、桜の開花時期に合わせた桜のライトアッ

プに合わせて城跡のライトアップもスタートする予定としておりまして、桜の開花状況にもよ

るところですが、現時点では３月 23 日から４月５日まで桜のライトアップ、城跡のライトアッ

プは以後 12 月１日まで点灯することとしているところです。説明は以上でございます。 

◆浅野博文分科会長 はい、金谷課長。 
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○金谷幸一企業立地・支援課長 企業立地・支援課、金谷でございます。引き続き令和２年度の

当初予算説明資料 21 ページをお開きください。一般会計の債務負担行為につきまして御説明

させていただきます。鳥取市土地開発公社借入金の損失補償です。予算書は 15 ページ、事業別

概要は 272 ページです。これは鳥取市土地開発公社が行っております工業団地の整備に係る用

地取得費、造成費、管理費等について借入金及びその利息に対しまして市が損失補償を毎年度

行っているものでございます。令和６年度につきましては、限度額としまして 63 億 6,730 万

2,000 円とその利子に相当する額を損失補償することとしておるものでございます。令和６年

度当初予算の概要説明につきましては以上でございます。

◆浅野博文分科会長 はい、以上、御説明いただきました。 

聞き取りにくかった点、用語の確認等がある方は挙手願います。はい、吉野委員。 

◆吉野恭介分科員 大角室長のところだったと思うんですけど、概要書で言うと 145 の上のスマ

ート・エネルギー・タウン構想推進事業費の４億 3,800 万がプラス１億ぐらい足して合計６億

ぐらいになりますよ、みたいな説明だったかと思うんです。そこをちょっともう一度、数字と

予算名を教えてください。 

◆浅野博文分科会長 はい、大角室長。 

○大角真一郎スマートエネルギータウン推進室長 スマートエネルギータウン推進室、大角です。

事業別概要の約６億円といいました事業費は、事業別概要の脱炭素先行地域づくり事業って書

いてあると思うんですけど、そこの（１）から（３）の事業費を足した合計が約６億になると

いう説明でございます。そちらの左側の事業費というのは実際係る費用でございまして、はい。 

◆浅野博文分科会長 吉野委員。 

◆吉野恭介分科員 すみません。確認です。事業費の合計を足したら約６億になりますよという

ことですか。 

◆浅野博文分科会長 はい、大角室長。 

○大角真一郎スマートエネルギータウン推進室長 おっしゃるとおりでございまして、予算は４

億 3,000 万ですけども、それは補助金として鳥取市が交付するんで、３分の２交付とか、４分

の３交付とかで交付するものですから４億 3,000 万ぐらいになるといったところでございます。 

◆浅野博文分科会長 はい、よろしいですか。そのほか大丈夫でしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆浅野博文分科会長 はい、それでは次に行きます。 

議案第３号令和６年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計予算について（説明） 

◆浅野博文分科会長 次に議案第３号令和６年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計予算を

議題とします。 

執行部より説明をお願いします。渡邉次長。 

○渡邉大輔次長兼経済・雇用戦略課長 経済・雇用戦略課、渡邉でございます。そうしましたら、

議案第３号令和６年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計補正予算について御説明を申し

上げます。先ほどの資料１、22 ページでございますので 22 ページをおはぐりくださいませ。 
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まず、歳入でございます。本特別会計の卸売市場の歳入におきまして大半を占めていくもの

がやっぱり市場の使用料でございます。まず、卸売市場の施設の使用料でございますが、２つ

の項目がございまして、１つは、卸売事業者の取扱高による使用料でございます。これを 1,391

万5,000円、そしてもう１つは、卸売事業者等の占有面積による土地建物の使用料、これが2,240

万 6,000 円を見込んでおりまして、合計が 3,632 万 1,000 円となります。昨年度よりも 728 万

2,000 円の増額というふうになっております。 

これは施設の占有面積による使用料が昨年度よりも増収の予定でございます。新たに新設を

させていただきました水産物棟でありますとか、関係事業者棟の一部、以前の説明では関係事

業者棟Ａというふうに申しておりますが、そちらに入居いただく事業者よりいただく使用料と

いうものが増額するためというものでございます。 

そしてその次です。荷さばき場の面積による使用料がございます。これは 288 万 4,000 円で

ございます。こちらは昨年度よりか 140 万 3,000 円の減額というふうになっております。これ

も新施設が関係しておりますが、新施設につきましては荷さばき場というものの使用料という

のはいただくこととはしておりません。荷さばき場も全て大屋根の下ということで施設の使用

料に組み込ませていただいておるというものでございます。したがいまして、新設した水産物

棟でありますとか、関係事業者棟に入居いただいた方からは荷さばき場の使用料というものが

ないということで減額ということになっております。以下、会議室等の使用料、それから市場

の保証金、それから利息等を加えまして公設地方卸売市場事業費特別会計の歳入合計は 3,928

万円となります。 

おはぐりいただきまして 23 ページ、歳出でございます。上から説明させていただきます。公

設地方卸売市場運営審議会委員報酬でございます。13 名の委員、それから年２回の開催予定と

いうことで 18 万 6,000 円を計上させていただいております。それから市場運営費、これは全

国卸売市場協議会等への参加のための旅費でありますとか、それから施設の火災保険料という

ことで 30 万 9,000 円を計上させていただいております。それから業務委託費、こちらは公設

卸売市場の指定管理料 2,742 万 6,000 円、それと除雪費でございますが、68万 3,000 円を合計

した 2,811 万 9,000 円でございます。 

続きまして全国公設地方卸売市場協議会の負担金、こちらは３万円。その下、公課費 185 万

円、それから予備費 10 万円、それから長期借入金元金償還金 244 万円、そして最後に長期借入

金利子償還金、こちらが 624 万 6,000 円。この利子償還金につきましては、昨年度より 579 万

円の増額となっております。これは市場の再整備事業におきまして令和５年度分の起債の利子

償還が賦課されてくるというものでございます。以上、公設地方卸売市場事業費特別会計歳出

の合計が 3,928 万円でございます。 

なお、市場の再整備に係る工事費等の経費は、先ほど令和５年度の２月補正予算で計上して

おりますので、こちらは全額、令和６年度に事業を進めるということにしておりますので、令

和６年度の予算には計上されていないというものでございます。説明は以上でございます。 

◆浅野博文分科会長 はい、御説明いただきました。聞き取りにくかった点、用語の確認等があ

る方は挙手願います。よろしいでしょうか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

議案第 10 号令和６年度鳥取市温泉事業費特別会計予算（説明） 

◆浅野博文分科会長 次に議案第 10 号令和６年度鳥取市温泉事業費特別会計予算を議題としま

す。 

執行部より説明をお願いします。平井課長。 

○平井宏和観光・ジオパーク推進課長 観光・ジオパーク推進課、平井です。そうしますと、24

ページ、25 ページをお願いいたします。温泉事業費特別会計のまず、歳入でございますが、予

算額が 4,563 万 1,000 円となります。内訳でございますが、温泉配湯負担金 165 万円、それか

ら温泉使用料の現年度調定分と滞納繰越分、合わせまして 4,396 万 6,000 円、それから基金積

立金利子 5,000 円、前年度繰越金１万円という内訳になります。 

25 ページの歳出のほう御覧ください。初めに維持管理費です。事業別概要 301 ページの下段

に記載があります。維持管理費の予算額が 3,730 万 7,000 円でございます。内容でございます

けども、鹿野温泉、浜村温泉の配湯を利用する家庭や施設に供給するために必要となります温

泉施設設備の点検や修繕など、維持管理に要する経費が主な内容となります。内訳の主なもの

といたしましては、この設備の維持管理等を行っておられます職員の人件費 307 万 3,000 円、

それから配湯所、源泉施設等の光熱水費 1,176 万 3,000 円、修繕費 1,502 万円などとなってお

ります。こちらは全額温泉使用料を充当しております。 

その下でございます。温泉事業基金積立金、予算額が 831 万 4,000 円、事業別概要は 302 ペ

ージの上段になります。こちらは基金の繰替運用で発生する利息及び歳入から維持管理費を差

し引いた額を積立金として積み立てるものでございます。温泉配湯負担金 165 万円、温泉使用

料 664 万 9,000 円、それから温泉事業基金積立金利子 5,000 円、前年度繰越金１万円を充当し

ております。最後に予備費といたしまして予算額１万円を計上させていただいております。 

温泉事業費特別会計の説明は以上でございます。 

◆浅野博文分科会長 はい、御説明いただきました。聞き取りにくかった点、用語の確認等があ

る方は挙手願います。よろしいですかね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議案第 11 号令和６年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計予算（説明） 

◆浅野博文分科会長 次に議案第 11 号令和６年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計予算を議

題とします。 

執行部より説明をお願いします。平井課長。 

○平井宏和観光・ジオパーク推進課長 観光・ジオパーク推進課、平井です。続きまして観光施

設運営事業費特別会計、資料が 26 ページ、27 ページをお願いいたします。初めに歳入の予算

額でございます。こちらは予算額が 1,625 万 9,000 円ということでございます。内訳でござい

ますが、一般会計からの繰入金が 585 万 9,000 円、それからその他利用料といたしまして株式

会社ふるさと鹿野の利益還元金 50 万円、商工債、観光施設事業債 990 万円が主な内容となっ
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ております。 

続きまして歳出 27 ページのほうに移ります。初めに観光施設管理費でございます。予算額が

614 万 1,000 円、事業別概要が 302 ページの下段となります。こちらについては気高町遊漁セ

ンターの指定管理料及び入口自動ドアの故障に伴う修繕等に要する経費でございます。この予

算のうち、ほぼ指定管理料 559 万 3,000 円が占めているような状況でございます。修繕費はち

なみに自動ドアのものとして 53 万 8,000 円を計上しております。 

続きましてその下の温泉施設管理費でございます。予算額が 1,010 万 8,000 円でございます。

事業別概要が 303 ページの上段、こちらにつきましてはしかの温泉館の自動滅菌装置の更新修

繕として 996 万 6,000 円、そのほかに山紫苑、浜村温泉館、しかの温泉館、３施設の火災保険

料 14 万 2,000 円というような内訳となっております。それから予備費といたしまして予算額

１万円を計上するものでございます。 

簡単ですが、説明は以上でございます。 

◆浅野博文分科会長 はい、以上御説明いただきました。聞き取りにくかった点、用語の確認等

がある方は挙手願います。よろしいですかね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆浅野博文分科会長 はい、平井課長。 

○平井宏和観光・ジオパーク推進課長 すみません。午前中の委員会で、報告７号の件で専決処

分事項の報告ということで、加嶋議員さんから質問をいただきました。公用車の出張に当たっ

ての利用の制限範囲とかの話なんですけど、確認をしたところ公用車利用に当たっての特に指

定はされてないという、今の市の中では、そういう回答をいただきましたので報告をさせてい

ただきます。 

◆浅野博文分科会長 はい、よろしいですかね。はい、以上で経済観光部に関する部分を終了し、

予算審査特別委員会文教経済分科会を一旦休憩いたします。執行部の皆様は御退出ください。

御苦労さまでした。 

じゃあ、ちょっとトイレ休憩も含めて５分ぐらい、45 分ぐらいから再開いたします。 

文教経済委員会に切換え 午後２時 41 分 休憩 

予算審査特別委員会文教経済分科会に切換え 午後４時14分 再開 

【農林水産部・農業委員会】 

  議案第１号令和６年度鳥取市一般会計予算のうち所管に属する部分（説明） 

◆浅野博文分科会長 予算審査特別委員会文教経済分科会を再開します。 

議案第１号令和６年度鳥取市一般会計予算のうち、所管に属する部分を議題とします。 

執行部より説明をお願いします。はい、増田課長。 

○増田泰則農政企画課長 農政企画課、増田でございます。よろしくお願いいたします。議案第

１号令和６年度鳥取市一般会計当初予算の農林水産部の所管に属する部分について説明させて

いただきます。お配りしております右肩に資料３と示しておりますＡ４横版の農林水産部・農
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業委員会予算審査特別委員会文教経済分科会説明資料により説明させていただきます。右下に

ページ番号を表示しております。資料３の 21 ページ上段の黄色い部分を御覧ください。農林水

産部歳出合計、前年度当初予算額 31 億 2,364 万 7,000 円に対しまして令和６年度当初予算額

は 14 億 8,671 万 9,000 円増の 46 億 1,036 万 6,000 円でございます。以降、担当課より順にこ

の分科会予算資料と当初予算案、事業別概要により主立ったものについて説明をさせていただ

きます。 

まず、農政企画課分の一般会計当初予算について御説明させていただきます。資料３の 22 ペ

ージの右側内容欄の中段をお願いいたします。農政企画課所管といたしましては、目、農業総

務費の新規就農推進事業費で当初予算額は 1,261 万 7,000 円でございます。予算書は 239 ペー

ジ、事業別概要では 161 ページの上段でございます。これは新規就農者の確保育成のための経

費、就農初期の経済的支援を行うものでございまして、とっとりふるさと就農舎での研修予定

者２名の体験経費 360 万円、親元就農予定者２名の支援経費 240 万円、就農舎管理運営及びふ

るさとアグリスクールの実施経費として 553 万 2,000 円が主なものでございます。県支出金

160 万円は親元就農経費の３分の２に充てることとしております。 

続きまして、新規就農営農支援事業費は 2,068 万 2,000 円でございます。予算書は 239 ペー

ジ、事業別概要では 161 ページの下段でございます。これは新規就農者の就農初期の経営支援

等を行うものでございまして、国の制度であります経営開始資金、こちらは年間 150 万円、最

長３年間でございますけれども、これが４名分の 600 万円、農地賃借料の助成といたしまして

４名分 40 万 5,000 円、就農条件整備事業等として３名の就農者のビニールハウス、トラクタ

ー、管理機等の整備補助として 1,064 万 2,000 円が主なものでございます。県支出金 1,874 万

4,000 円は経営開始資金や就農条件整備事業等に充てることとしております。 

続きまして資料３の 24 ページの内容欄の上から８行目、４項目めを御覧ください。目、農業

振興費の果樹振興対策事業費は 1,604 万 7,000 円でございます。予算書は 239 ページ、事業別

概要では 162 ページの下段でございます。これは果樹の生産から出荷、販売まで県と市が協調

して総合的に支援を行う事業でございます。梨に対する生産支援として 1,104 万 4,000 円、柿

に対しては 23 万円、ブドウに対しては 473 万 7,000 円を計上しております。県支出金として

1,536 万 7,000 円を充当することとしております。 

続きまして、２項目下がりまして新嘗祭献穀米事業費は 130 万円でございます。予算書は 240

ページ、事業別概要では 163 ページの上段でございます。この日本古来の伝統行事である新嘗

祭献穀事業は、県内の東中西部の輪番で実施されておりまして、本市では平成 25 年度に用瀬町

で実施して以降 11 年ぶりに気高町下坂本地内で開催することとしておるところでございます。

そのため、献穀奉仕者を支援するための経費として計上したものでございます。 

続きまして、２項目下がりまして、みんなでやらいや農業支援事業費は 888 万 5,000 円でご

ざいます。予算書は 241 ページ、事業別概要では 163 ページの下段でございます。これは意欲

のある農業者等が計画的に行います取組に対しまして県と市が協調して支援するものでござい

まして、邑美地区、大和地区と国府地区の認定農業者３件のコンバイン、玄米保管庫等の機械

導入の支援を行うものでございます。県支出金として 592 万 3,000 円を充当することとしてお
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ります。 

続きまして 25 ページ最上段の農産物販路拡大支援事業費は 827 万 4,000 円でございます。

予算書は 241 ページ、事業別概要では 164 ページの下段でございます。これは関西を中心とし

た大都市圏の販路拡大のため、株式会社地域商社とっとりでありますとか、特産品販売とにぎ

わいづくりを行う団体等を活用いたしまして、本市を中心とする農産物や加工品をＰＲする機

会となるマルシェでありますとか、商談会等の開催経費を支援するものでございます。 

続きまして３項目下がりまして、スマート農業実装加速化促進事業費は 1,257 万 5,000 円で

ございます。こちらは農作業及び農業経営の効率化を図るため、河原地域や鳥取地域の豊実地

区でＩＣＴ技術を活用いたしました自動運転トラクターや収量センサー付コンバイン等の購入

を行います２件の農業法人に対しまして、県市が協調して支援をする事業でございます。県支

出金 838 万 2,000 円を充当することとしております。 

続きまして、もうかる農業６次化・農商工連携支援事業費は 548 万 3,000 円でございます。

予算書は 241 ページ、事業別概要では 166 ページの上段でございます。これは農業者の所得向

上と地域経済の活性化を図るため、２件の農業法人に対しまして、県と協調して支援する事業

でございます。６次産業化事業につきましては、鳥取地域の賀露地区のサツマイモ生産者に対

しまして干し芋の機械導入支援を行うとともに、農商工連携支援事業では福部地域の農商工連

携を行います食品加工販売業者に対しまして、県内農産物を活用した、どら焼き製造の機械導

入を支援するものでございます。県支出金 517 万 8,000 円を充当することとしております。 

続きまして最下段の、鳥の農場文化交流創造支援事業は 300 万円でございます。予算書は 241

ページ、事業別概要では 167 ページの上段でございます。これは今年度に引き続きまして鹿野

町の演芸拠点でございます鳥の劇場を活用いたしまして、舞台公演に併せたマルシェを開催し、

地元農産物のＰＲや販売、地元農産物を活用した新商品開発などを行うことによって演劇と農

業との連携により、地域振興を図ろうとするものでございます。国の交付金 150 万円を充当す

ることとしております。 

続きまして 26 ページ最上段の畑地化加速化支援事業は 300 万円でございます。予算書は 241

ページ、事業別概要では 167 ページの下段でございます。これは主に中山間地域における畑作

物の産地づくりと農地保全の実証モデルとするため、鳥取市農業再生協議会へ事業委託を行い

まして、水田の機能維持や畑作物の団地化やブロックローテーションの関係者によります協議

会を設け、畑作物の生産性向上を図ろうとするものでございます。国の畑地化促進事業補助金

を活用しつつ、県の支出金といたしまして全額を充当することとしておるところでございます。 

続きまして畜産業費の畜産振興対策事業費は 488 万 2,000 円でございます。予算書は 241 ペ

ージ、事業別概要では 168 ページの上段でございます。これは優良な牛を育てる農家が取り組

みます肥育牛の元牛導入や肉用牛や乳用牛等の育成経費を支援することによりまして、畜産振

興及び鳥取和牛のブランド力を高め、より一層の消費拡大を図ろうとするものでございます。 

続きまして３項目下がりまして、目、農業構造改善事業費の農地集積等対策事業費は 1,407

万 7,000 円でございます。予算書は 243 ページ、事業別概要では 169 ページの下段でございま

す。これは現在、農地中間管理事業を活用し、担い手への農地集積を進めておるところでござ
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いますけれども、農地中間管理機構に集積した際に、集落や個人に支払われる協力金でありま

すとか、担い手への流動化補助金 570 万円のほか、関係いたします事務を行います会計年度任

用職員の人件費等として計上しておるものでございます。県支出金として 314 万円、農地中間

管理機構からの委託料として 515 万 8,000 円を充当することとしております。 

続きまして 27 ページ中段の目、林産業費の野生鳥獣被害防止事業費は１億 1,409 万円でご

ざいます。予算書は 245 ページ、事業別概要では 171 ページの上段でございます。これは農作

物の鳥獣被害を防止するための経費といたしまして、国や県の財源を活用して事業を進めてい

るものでございまして、イノシシ、鹿等の捕獲奨励金が 4,021 万 5,000 円、また、鹿等の緊急

捕獲が 4,497 万 8,000 円、侵入防止柵等に対します補助金として 927 万 2,000 円が主なもので

ございます。国の交付金として 4,380 万 6,000 円、県支出金として 2,839 万 4,000 円を充当す

ることとしております。 

続きまして４項目下がりまして射撃場管理運営費は 5,123 万 2,000 円でございます。予算書

は 245 ページ、事業別概要では 172 ページの上段でございます。これは覚寺にございます鳥取

クレー射撃場の維持管理に要する経費 1,371 万 4,000 円のほかに、新たな事業といたしまして

平成 28 年に再開いたしました現在の射撃場の再整備前の昭和 60 年に設置されました旧射撃場

に起因いたします周辺の山林に埋まっている鉛の弾を除去処理するための経費といたしまして

委託料 3,751 万 8,000 円を今年度新たに計上させていただいたところでございます。旧射撃場

の鉛弾による周辺山林の汚染土の除去及び処分に関する全体的な詳細と令和７年度から令和

30 年度までの債務負担行為についてはこの後説明させていただきます。 

続きまして最下段を御覧ください。農政企画課の当初予算歳出合計額は前年度６億 8,439 万

7,000 円に対しまして令和６年度は 480 万 8,000 円減、６億 7,958 万 9,000 円でございます。 

引き続きまして射撃場管理運営費の債務負担行為について御説明させていただきたいと思

います。資料３の 28 ページを御覧ください。予算書は 326 ページ、事業別概要では 273 ページ

でございます。また、29ページには事業別概要を掲載しておるところでございます。射撃場管

理運営費の鳥取クレー射撃場周辺山林の旧射撃場の鉛弾によります汚染土の除去及び処分を行

う事業の実施期間といたしましては、令和６年度から令和 30 年度までの 25 年間で汚染土を除

去、処分しようとするものでありまして、そのため、初年度の令和６年度を除き、令和７年度

から令和 30 年度までを債務負担行為の期間といたしまして限度額は 13 億 7,989 万 8,000 円を

計上させていただいたものでございます。 

これまでの経過や取組につきましては、昭和 60 年にわかとり国体の射撃場といたしまして

設置されました旧射撃場を野生鳥獣対策を担う銃猟者を育成することを目的といたしまして再

整備を行い、平成 28 年９月に再開したところでございます。その再整備に当たりまして地元の

覚寺地区と山林や近接するため池に蓄積した鉛弾の除去を行うことを条件として覚書を締結し

ておりまして、令和２年度から３年度にかけましてため池部分の鉛弾除去を実施したところで

ございます。令和５年度には山林部分の鉛弾除去方法につきまして、地元等と調査、協議を行

った結果、令和６年度から令和 30 年度にかけまして本事業に取り組む計画といたしまして山

林を所有する覚寺生産組合に事業委託したいと考えておるところでございます。 
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本事業の目的といたしましては、周辺山林に蓄積されました旧射撃場設置による鉛弾を含む

汚染された表土を除去処分し環境改善を行い、山林周辺及び近隣住宅地や農地への健康被害リ

スクを排除しようとするものでございます。 

事業内容といたしましては、射撃場周辺の山林の汚染された 3.2 ヘクタールの除去作業対象

区域の表土 50 センチを除去処分することといたしまして、対象区域を、資料の右下の平面図の

赤い部分でございますけども、９ブロックに分けまして１ブロックごとに３年間かけて除去及

び処分作業を行おうとするものでございます。例といたしましては、①のブロック１の場合で

すと１年度目、令和６年度につきましては 36 アールの樹木等を伐採、抜根いたしまして土壌を

掘削、除去して仮置きした後に造林を行うこととしております。２年度目、３年度目でござい

ますけども、７、８でございますけども、除去済みの汚染土を処分場へ搬出して処分を行いた

いと考えております。その工程をブロック２からブロック８まで大体 34 アールから 43 アール

でございますけども、繰り返した後に、最終年度であります令和 30 年度につきましては 15 ア

ールの樹木伐採から汚染土処分までをまとめて行う予定とするものでございます。 

今後の予定といたしましては、この２月議会で債務負担行為の議決を得た上で４月以降順次

委託契約の締結や事業着手に取りかかってまいりたいと考えております。また、本事業の完了

に併せまして令和 31 年度以降につきましては対象区域周辺の土壌の汚染状況を調査いたしま

して、追加除去について検討したいと考えておるところでございます。 

簡単ではございますが、農政企画課分は以上でございます。 

◆浅野博文分科会長 はい、山口課長。 

○山口真二林務水産課長 林務水産課、山口でございます。それでは林務水産課所管の事業につ

いて御説明申し上げます。林務水産課は林業と水産業の振興に関する事業を所管しておるとこ

ろでございます。まず、林業に関する当初予算について資料３、事業別概要により説明させて

いただきたいと思います。順次主立ったもののみ説明させていただきます。 

それでは資料３、30 ページでございます。右側の内容の２項目め、市行造林維持管理事業で

ございます。事業別概要は 172 ページ下段でございます。予算額 4,814 万 2,000 円をお願いす

るものでございます。森林経営計画に基づきまして市行造林、市有林の保育、間伐等森林整備

を計画に沿って実施する事業でございますけれども、令和６年度は前年度に台風７号の影響に

より実施できなかった佐治町栃原地内の間伐搬出 5.42 ヘクタールを実施することとしており、

さらに用瀬町、鹿野町、青谷町内で合計 32.06 ヘクタールの間伐施業を予定しておるところで

ございます。 

２枚はぐっていただきまして資料３で 32 ページになります。中ほどでございます。森林経営

管理事業でございます。事業別概要は 174 ページ下段でございます。予算額 7,351 万 2,000 円

をお願いするものでございます。森林経営管理制度は、経営管理が行われていない森林につい

て、市が所有者の意向を確認し、森林所有者から経営管理権の委託を受け、意欲と能力のある

林業経営者へ経営管理を再委託する新たな取組でございます。本市の地籍調査の進捗率は

24.5％でありまして、森林境界が不明な山林が多くあります。そのため令和６年度から地籍調

査事業と連携いたしまして、用瀬町赤波地内におきまして森林境界明確化事業を推進すること
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としております。また、市町村管理事業として森林所有者から市が委託を受けた森林の間伐施

業を実施いたします。令和５年度は大雪による倒木がありました佐治町高山地内の道路沿いの

森林を実施しましたけれども、令和６年度は境界明確化事業を実施いたしました青谷町澄水地

内で実施することとしております。 

１枚はぐっていただきまして 33 ページ３項目め、造林事業費でございます。事業別概要は

175 ページ下段でございます。予算額 4,545 万 8,000 円をお願いするものでございます。森林

整備を計画的かつ効果的に推進するために、国県の造林事業にかさ上げ補助をするものでござ

いますけれども、間伐を 225 ヘクタール、センダン、カラマツ等の植林を 15.21 ヘクタール、

鹿侵入防止柵の設置が約 18 キロ、鹿侵入防止柵の点検約 75 キロを予定しておるところでござ

います。また、令和５年６月補正から始まりました花粉発生源対策促進事業でございますけれ

ども、10 年後の令和 15 年には花粉発生源となる杉人工林の２割減少を目指しまして杉林の伐

採、植替えの加速化を図っておりまして、令和６年度は 117 ヘクタール、事業費 1,498 万 6,000

円を予定しておるところでございます。 

１枚はぐっていただきまして資料３、34 ページ５項目めでございます。森林産業イノベーシ

ョン推進事業費でございます。事業別概要は 178 ページ下段でございます。予算額 1,000 万円

をお願いするものでございます。ＩＣＴ等の先端技術を活用いたしまして、森林資源や森林境

界情報の情報共有化とオープン化を進めまして林業の成長産業化を図る事業でございますけれ

ども、令和４年度には携帯のアプリ等によりまして原木のサイズを計測できる電子寸検システ

ム及び取得した原木のデータにより入札を行う原木市場Ｗｅｂ入札システムの導入を支援いた

しました。令和５年度には木材の種類、在庫等の流通情報を画像として一体的に情報共有を行

うための画像解析共有ソフトの導入支援を行いました。引き続き令和６年度は高性能ドローン

を３台導入いたしまして、高性能ドローンの運転資格の取得、これは８名を予定しております。

操作研修会開催等の支援を予定しているところでございます。 

その下、危険木等事前伐採推進事業でございます。事業別概要は 179 ページ上段でございま

す。予算額 550 万円をお願いするものでございます。令和５年１月の大雪による影響によりま

して倒木が発生し、佐治町、用瀬町、青谷町において孤立集落が発生いたしました。倒木発生

の原因はいろいろとありますけれども、その１つには、木材価格の低迷によります採算性の悪

化により手入れの行き届いていない森林が増加したことが上げられております。このような中

で、住民生活に大きな影響を及ぼす恐れのある樹木をあらかじめ伐採する経費を支援すること

により、市民による森林整備を促し、倒木被害を未然に防止しようとするものでございます。 

対象となる樹木は孤立集落の発生や電気等の重要な生活基盤施設に影響を与える危険木で、

鳥取県等の現地確認により事前伐採が必要と認められたものでございます。補助対象者は自治

会代表者もしくはその代表者が委託契約を締結したもの、危険木の所有者としております。補

助率は 10 分の 10 でございますけれども、伐採木を販売した場合は、その売却金額を補助対象

から控除することとしておるところでございます。令和６年度は佐治町、用瀬町、河原町で事

業実施を行う予定として、今現在協議をしておるところでございます。 

次に水産漁港関係でございます。１枚はぐっていただきまして資料は 35 ページ５項目め、漁
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港施設維持管理事業費でございます。事業別概要は 180 ページ下段でございます。予算額 4,797

万 3,000 円をお願いするものです。本市が管理いたします第一種漁港である岩戸漁港、酒津漁

港、船磯漁港、青谷漁港、夏泊漁港、長和瀬漁港の６漁港のしゅんせつや修繕の維持管理に要

する費用でございます。しゅんせつにつきましては 12 月議会で債務負担行為をお願いしてお

りますけれども、岩戸漁港で 965 立米、酒津漁港で 1,500 立米、船磯漁港で 1,500 立米、夏泊

漁港で 600 立米、長和瀬漁港で 1,500 立米の合計 6,065 立米を予定しておるところでございま

す。 

１枚はぐっていただきまして資料３で 36 ページ４項目め、漁港施設機能保全事業でござい

ます。事業別概要は 181 ページ下段でございます。予算額 8,944 万円をお願いするものでござ

います。漁港施設の長寿命化やライフサイクルコストの削減を図るために機能保全計画を策定

しており、計画に基づき、令和６年度は酒津、船磯、夏泊漁港の水域のしゅんせつ工事を予定

しておるところでございます。 

続きまして災害復旧事業でございます。１枚はぐっていただきまして 37 ページ一番下でご

ざいます。補助災害復旧費（令和５年台風第７号関連）でございます。事業別概要は 183 ペー

ジ上段で、予算額を２億 4,364 万 5,000 円をお願いするものでございます。令和５年８月の台

風第７号によりまして本市は大きな被害を受けました。林道補助災害復旧事業といたしまして

は 12 路線 50 か所、査定金額でいきますと事業費 19 億 2,000 万円を計上したところでござい

ます。このうち、令和６年度は工事を５路線、詳細測量設計を７路線計上しておるところでご

ざいます。災害復旧につきましては９月定例会において債務負担行為をお願いしたところでご

ざいまして、順次復旧を行っていくこととしております。 

続きまして債務負担行為について説明させていただけたらと思っております。事業別概要の

ほうでございます。事業別概要 274 ページでございます。指定管理者制度に基づき、指定管理

者に委託する鳥取市出合いの森公園の管理運営費でございます。鳥取市出合いの森公園は、市

民の保健休養及び森林レクリエーションの振興に資するために平成 11 年に鳥取市桂見に開園

した森林公園でありまして、県と市が連携して運営を行っているところでございます。６月定

例会におきまして債務負担行為をお願いしておりまして、12 月定例会においては令和６年度か

ら 10 年度の間の指定管理者の指定について議決をいただいたところでございます。大幅な人

件費の増大、物価の上昇が見られるため、人件費等について再計算を行いまして 127 万 2,000

円の増額をお願いするものでございます。なお、令和６年度分につきましてですけれども、こ

ちらにつきましては当初予算において 69 万 5,000 円の追加を計上させていただいているとこ

ろでございます。 

林務水産課からは以上でございます。 

◆浅野博文分科会長 はい、長石課長。 

○長石良幸農村整備課長 農村整備課、長石です。それでは農村整備課に関わる部分につきまし

て御説明申し上げます。資料３の 38 ページをまず御覧ください。水道事業会計への繰出しでご

ざいます。予算書は 235 ページ、事業別概要は 183 ページの下段でございます。予算額は 10 億

5,352 万 2,000 円でございます。これは水道事業経費のうち、地方公営企業法第 17 条の２第１
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項で認められる経費につきまして、一般会計から繰出しを行うものでございます。内容としま

しては簡易水道の統廃合後の経費の負担、９億 3,162 万円などがございます。 

続きまして同じく 38 ページの下から３段目になります。農道舗装補修等事業費になります。

予算書は 241 ページ、事業別概要は 184 ページの下段でございます。予算額は 3,915 万 7,000

円です。これは農業用施設の小規模な補修であるとか、修繕、更新などを行う事業でございま

す。令和６年度は緊急補修業務委託や農道橋の点検業務などを予定しているところでございま

す。 

続きまして 38 ページの一番下になります、県営事業負担金です。予算書は 241 ページ、事業

別概要 185 ページの上段でございます。予算額は 8,161 万 3,000 円です。これは農地とか農業

用施設に係る県営事業に伴う負担金でございます。令和６年度は４事業６地区で県営事業によ

って事業が実施される予定でございます。 

続きまして資料３の 39 ページ、１枚はぐっていただけますでしょうか。上から２段目、排水

機場維持管理費でございます。予算書は 241 ページ、事業別概要は 185 ページ下段でございま

す。予算額は 1,388 万 1,000 円です。これは西円通寺と服部にございます排水機場の点検、維

持管理等の経費でございます。令和６年度は服部排水機場の照明設備の修繕などを行う予定と

しております。 

続きまして２段下がっていただきまして、県営事業促進事業費でございます。予算書は 241

ページ、事業別概要は 186 ページの上段でございます。予算額は 1,506 万 6,000 円です。これ

は県営事業で実施した圃場整備の地元負担金に対しまして一定の集積率の条件を満たした場合

に、国と県が補助金を交付するものでございます。令和６年度は青谷町山根の圃場整備事業が

対象となっておるところでございます。 

続きまして１枚はぐっていただきまして、資料３の 40 ページを御覧ください。多面的機能支

払事業費でございます。予算書は 241 ページ、事業別概要は 186 ページの下段でございます。

予算額は２億 1,874 万 9,000 円です。これは地域が共同で行います農業施設や農地の保全活動

を支援する事業でございまして、組織の取組面積に応じて交付金を交付するものでございます。

令和６年度は 138 の組織、面積では 2,901 ヘクタールの取組を支援する予定としております。 

続きまして３段下がっていただきまして、農業水利施設保全高度化事業費でございます。予

算書は 243 ページ、事業別概要は 187 ページの下段です。予算額は１億 3,258 万円です。これ

は農業用施設の長寿命化を図る機能保全計画の策定であるとか、計画に基づきます施設の整備

を行う事業でございます。令和６年度につきましては、服部排水機場のポンプ設備の分解整備

や大口堰の土地改良区内にあります樋門の整備などを予定しているところでございます。 

続きまして、ため池関連事業費、40 ページの一番下になりますけれども、ため池改修事業費

でございます。予算書は 243 ページ、事業別概要は 189 ページの下段でございます。予算額は

2,400 万円です。これは防災重点農業用ため池のうち、地震や豪雨に対する耐性が劣っている

ため池の改修を行う事業でありまして、令和６年度は、先ほど委員会のほうで、議案 53 号でお

話ししました倭文地内にあります防災重点農業用ため池の改修工事に向けた測量設計業務を行

う予定としております。 
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続きまして資料３の 41 ページ、１枚はぐっていただけますでしょうか。中山間地域等直接支

払事業費になります。予算書は 243 ページ、事業別概要は 190 ページの下段、予算額は１億 584

万 4,000 円になります。これは平地と比べて耕作条件が不利な中山間地域におきまして、耕作

条件の不利を補正するために集落などを単位といたしまして、農地の維持管理を行う協定を締

結して、その協定に基づいて農地の保全を行う農業者などに対しまして協定の農用地面積に応

じて支援を行うものでございます。令和６年度は 117 の組織、面積では 795 ヘクタールの支援

を行う予定でございます。 

続きまして農林水産業施設災害復旧費でございます。その中の過年発生災害復旧費です。予

算書は 301ページ、事業別概要は 191ページの上段でございます。予算額は 11億 3,435 万 5,000

円でございます。これは令和５年の台風第７号で被災した農地や農業用施設の復旧の工事費で

ございます。この工事費の中でも主に河川などと調整が必要な堤外水路であるとか、頭首工な

どの復旧を行う工事を予定しているところでございます。 

以上、合わせまして農村整備課は 28 億 6,207 万 6,000 円の予算を計上させていただいてお

ります。農村整備課は以上でございます。 

◆浅野博文分科会長 はい、谷口事務局長。 

○谷口博信農業委員会事務局長 農業委員会事務局、谷口です。そうしますと、農業委員会事務

局の所管をしております当初予算案につきまして説明をさせていただきます。資料３の 42 ペ

ージを御覧ください。主なものということで説明をさせていただきます。内容のところの上か

ら３番目、総合農政推進費、予算書のページは 237 ページでございます。予算額 582 万 5,000

円、この事業につきましては、委員会運営のための基本的活動経費ということで毎月行ってお

ります定例総会、農地に関する権利の移動であるとか、転用であるとか、そういったものを審

議を行う総会の経費でありますとか、農業者の方に情報提供を行うということで農業委員会だ

よりの発行ということを行っております。 

続きまして資料３の 42 ページ一番下、機構集積支援事業費、予算書につきましては 237 ペ

ージ、事業別概要書につきましては 247 ページの下段になります。予算額 265 万 2,000 円を計

上しております。この事業につきましては、農地法第 30 条の規定に基づきまして耕作されてい

ない遊休農地の把握などのために毎年、農業委員、農地利用最適化推進委員が連携して市内全

域の農地の利用状況調査を実施するとともに、調査結果に基づき耕作されていない農地の所有

者に対しまして、今後の意向調査を行うという事業となっております。 

農業委員会事務局としては、令和６年度当初予算総額 7,869 万 3,000 円の予算をお願いする

ものでございます。農業委員会事務局からは以上です。 

◆浅野博文分科会長 はい、御説明をいただきました。聞き取りにくかった点、用語の確認等が

ある方は挙手願います。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆浅野博文分科会長 以上で農林水産部・農業委員会に関する部分を終了し、予算審査特別委員

会文教経済分科会を閉会します。執行部の皆様は御退出ください。お疲れさまでした。委員の

皆様はしばらくお待ちください。 
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文教経済委員会に切換え 午後４時 51 分 閉会 
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令和６年２月 鳥取市議会定例会 

文教経済委員会・ 
予算審査特別委員会 文教経済分科会 日程 

日時：令和６年２月29日（木）10：00～ 

場所：７階 第２委員会室        

 経済観光部 （10：00～） 

◎議案（先議分）【説明・質疑・討論・採決】 

議案第 19号 令和５年度鳥取市一般会計補正予算（第９号）【所管に属する部分】 

 議案第 21号 令和５年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計補正予算（第３号） 

 議案第 27号 令和５年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（第２号） 

 議案第 28号 令和５年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算（第３号） 

◎報告

報告第７号専決処分事項の報告について 

公設地方卸売市場再整備事業の余剰地を活用する提案事業の進捗について 

企業版ふるさと納税を活用した地域活性化政策補助事業の提案概要について 

鳥取市第２期ＳＤＧｓ未来都市計画（2024～2026）の策定について 

ヤマタ鳥取砂丘ステイションの開業について 

ユネスコ世界ジオパーク再認定審査に向けたプログレスレポートの提出について 

◎議案【説明】 

 議案第 １号 令和６年度鳥取市一般会計予算【所管に属する部分】 

 議案第 ３号 令和６年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計予算 

 議案第10号 令和６年度鳥取市温泉事業費特別会計予算 

 議案第11号 令和６年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計予算 

＜文教経済委員会＞ 

＜予算審査特別委員会 文教経済分科会＞
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 農林水産部・農業委員会 （経済観光部終了後） 

◎議案（先議分）【説明・質疑・討論・採決】 

議案第 19号 令和５年度鳥取市一般会計補正予算（第９号）【所管に属する部分】 

◎議案【説明】 

議案第 46号 鳥取市就業改善センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について 

 議案第 47号 鳥取市地域活性化施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

 議案第 60号 財産の無償譲渡について 

 議案第 48号 鳥取市漁港管理条例及び鳥取市景観形成条例の一部改正について 

 議案第 53号 土地改良事業の計画の概要の策定について 

◎陳情【質疑・討論・採決】 

＜新規＞ 

令和６年陳情第１号 

食糧自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書の提出を求める陳情 

◎報告

鳥取市農業委員会委員の辞任について 

◎議案【説明】 

議案第 １号 令和６年度鳥取市一般会計予算【所管に属する部分】 

 その他  

 令和６年度文教経済委員会視察について 

＜文教経済委員会＞ 

＜予算審査特別委員会 文教経済分科会＞

＜文教経済委員会＞ 


